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Inthispaper,mainlybasedonthedata
gainedthroughmyfieldresearchesinKaraghinskiy
region,theauthordescribesanddiscussesthe
changeoftraditionalwaysofreindeerbreeding
andsociallifeinthecommunitiestransformed

byindustrializationofindigenoussubsistence
activitiesthroughcollectivizationandconsolidation
andabolishmentoftraditionalsettlementsinto

"modernized"andelectricpoweredbiggerlocal
townsundertheeconomicpolicyofenlarged
Sovkhozandpost-perestroika.

AfterKoryakNationalOkrugwassetup
in1930,therewere5KolkhozesinKaraghinskiy
Rayon:Karaga,Kichiga,Tymlat,Anapka,
Rekinniki.Ⅰn 1950Kolkhozin Tymlatand
KolhozinKichigawerereorganizedintoKolkhoz
Turvine in Tymlat.In 1965 reindeers of
KorkhozUdamikweremovedfrom Karagato
Anapka,mergingintoKolkhozTumgEtum.In
1970TumgEtum andTurvl'newereunitedand
then reindeersfrom Korkhoz in Rekinniki

mergedintoittoform theenlargedSovkhoz
DTuZhba.

Itcanbeconcludedthatthemanagement
ofproductivityofreindeerswasnotacomplete
failure in terms of economics before the

Perestroika.InKaraghinskiySovkhoz,thetotal
numberofreindeers17,000-19,000herdedby12
workingteamsandfertilefemaleswere600/o
(10,800),althoughactuallymorethan22,000heads
wereherdedincludingprlVately-ownedreindeers.
So itwasnotso difficultto achievethe
productiveplan.Everyyear4,000,later5,000,
headswerebutcheredformeatandhides.If
thebirthratewas50%,itcouldhavebeen
possibleto have5,400 heads availablefor
harvesting,although itwentwithoutsaying

thatthegovernmentprovidedreindeerbreeders
with enough provisions, equipments and
transportations,andshootingoffwolves.

Whilethemanagementofproductivity
hasbeensuccessful,traditionalwaysofKoryak
reindeerbreedinghavechangedalot.

Koryakpeopledislikeanewwayofbloody
butcheringinwhichtheychasedreindeersinto
corralstoharvest,and theyused gunsor
hummersorspikestobutcherreindeers.A
newwaytouseaknifetocutthesperm tube
offtesticleswasintroducedin1960'sinsteadof

Koryak traditionalmethod ofcastration by
usingtheirteeth.KoryakpeopleinKaraghinskiy
region had to buy reindeermeatfrom a
Rybkoop(consumers'cooperation)shopataveⅣ
Cheapprice:reindeermeatcost8kopeykaper
kgincontrastto1rouble70kopeykaofother
kindsofmeat.SoinKaraga,forexample,Some
peoplegaveuppossessingreindeersandkilled
alltheprivate-Ownedreindeersbecausethey
thoughttheycouldalwaysbuythemeatvery
cheap.

Afterperestroika,everything changed｡
Firstofallthegovernmentalsupportstopped
completely.ItmeanttheyhadtoglVeuptheir
large-scaleherding.Theyhadnosupplyof
provisionsandtheycouldn'tsellmeatand
hidesbecauseMeatandMilkCombinatand
GospromkhozinOssorastopped
reindeermeatand hides.So

consumingreindeersandsuffering
wolves.

In1992theydisorganized
dividedinto2privatereindeer
Shamanka(4,500heads),Rekinniki
andSovkhoz(6,000heads).
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DuringprlVatizationofreindeerherding,
manypeoplevisitedthetabun(herdingcamps)
andreceived1or2headsofreindeermeatin
exchangeofvodkaorbanditflewtothetabun
tokiiiandbringbackreindeersbyheiicopteT.

By1997,Shamankahadlost2,000heads,
whileRekinnikihadlost2,500heads｡Thisbig
lossofrei王Ideerstrlggeredin1998toreunite
privatehusbandriesintoagricuituraicooperation
CDTuZhbaタ,thesamename astheformer
Sovkhoz.

AiHnKAOthesamehadhappened.互n
2000,9sovkhozeshad 35,000headsand 7
herdinghusbandrieshad1,355heads.

Recently,the KAO governor banned
slaughterofrei‡ldeersforsa且ein orderto
increasethenumberofreindeers.In1998the
LawofKAO ÀboutreindeerherdinginKAO'
waspassedfortaxrelievesandsocialsupport.
In1999theLawofKAO"Aboutthefundfor

))
reindeerherding waspassedforstrengthening
ofthemateriaLtechnicalequipmentbaseofthe
reindeerherdingandtoglVefinancialsupport
topurchaseprovisions,overalls,equipment,
anddeliveringcargoforreindeerherdersand
toshootoffwolves.

ThoughcrisesarestillgoingOn,thefirst
positivetendencieshavebeenlaid.In2000the
reindeerherdersofKAOgot60calveseach100
Januaryfertiledoes,which areby6heads
morethanthosein1999.

TheKAOgovernmentisoptimisticsaying
thatbytheendof2000thenumberofreindeer
in sovkhozes exceptprivate reindeers and
peasant'Shusbandry,winincreaseupto39,500
heads.Furtherthetempo ofincreasing is
plannedintherateof8.5%andbytheendof
2005yearthenumberofreindeersinKAO
mustbe60,000heads.

トナカイ遊牧は､カムチャツカのコリヤーク自治

管区では､現在でも ｢コリヤーク自治管区 (KAO)
先住民の経済活動の中でも伝統的な主要産業であ

り､生活様式､世界観､民族の文化と伝統の形成に

深く関わっている｣ (Kop51ItCKr摘 ABTOHOMb摘 OKpyr

2000:24)とされている｡ しかし､コリヤーク自治

管区が作られた1926年当時 (当時は ｢コリヤーク民
族管区｣ と称 されていた)､カムチャツカ全体で

260,000頭いたと推定される トナカイが､2000年時

点でその飼育頭数は､39,500頭まで激減している｡
この約75年の問にトナカイ遊牧に何が起きたのであ

ろうか｡旧ソ連とロシア連邦における政治 ｡経済と
の深い関わりを考えなければ説明できない問題であ
ろう｡

コリヤークの トナカイ遊牧における政治的 ｡経済

的影響を分析する際に､4つの時期に分けて考察す
べきであろう｡第1に帝国ロシア時代､1697-1699
年のア トラソフに率いられたコサック兵と最初の接
触､ヤサクと呼ばれる毛皮税の徴収とヨーロッパか

らの商品の流入､第2にソビェ ト政権下における先

住民生業の産業化とトナカイ遊牧民の定住化政策､
第3に産業の拡大による生産性向上のため､かつ中

央集権支配強化のために進められた居住地の合併と
廃村､第4にペレス トロイカ以後の経済危機下にお

ける先住民企業の低迷期である｡
本稿では､自治管区全体の歴史資料､カラギンス

キー地区の統計資料､ソフホーズ資料に加え､現在

の トナカイ遊牧の中心地Tymiatでソ連時代にソフ
ホーズで､現在も民営企業で遊牧に従事している人
逮-の面接調査から得た情報を使っている｡

ソ連時代とペレス トロイカ以後の2つの時期にお

いて､ トナカイ遊牧の牧畜産業としての経済的側面
の評価､伝統的と近代的牧畜方法の比較､牧畜産業
化がもたらした社会的影響について考察した後､現

時点での社会 ｡経済上の政策がどうなっているかを
検討する｡

カラギンスキー地区には､1930年代にKaraga,
Kichiga,Tymlat,Anapka,Rekinnikiの村落にコ
ルホーズ (Kolkhoz集団農場)が組織 された｡

1950年にまず､Kichigaの トナカイ飼育がTymiat
に吸収､1965年にKaragaの トナカイ飼育がAnapka
に吸収される｡
カムチャツカでは1960年代になるとトナカイ飼育

規模の拡大が始まり､各地の小規模ソホーズが1カ
所に集められ､拡大ソフホーズとなった｡国家によ

るトナカイの生産計画と再生産管理は､より厳しく
なり､カラギンスキー地区統計局の統計にも各ソフ
ホーズからのデータを集計した資料として トナカイ

総数だけではなく､妊娠可能な雌 (vazhenok)お

よび初出産の雌 (n'et'eiey)が統計としてとられる
ようになる｡そして､1970年にRekinnikiを吸収し
て､拡 大 ソフホ ー ズ (Sovkhoz 国営農 場 )

Druzhbaが完成する｡
この トナカイ牧畜経営の大規模化は､結論を先に

言 うと､失敗であったとは言えない｡｢表2のカラギ
ンスキー地区におけるトナカイ飼育統計｣ を見ると

わかるように､1986年に最大数の19,773頭であっ
た｡妊娠可能なメスは､内数で10,833頭であり､総
数の55%である｡聞き取 り調査では､もう少し高く

60%である｡公式の数値は､planと呼ばれ､実際に
は､私有 トナカイを含めると最大遊牧数は､約

22,000頭であったというからさらに余裕があった｡
ペ レス トロイカ前後の期間､平均17,000頭に対 し
て､毎年､4,000東 (後に5,000頭)を屠殺していた
という｡

出生率を50% (50-550/o[Krupnik1989:99])と

低 く見積もって計算 しても､17,000×0.55×0.50-
4,675頭なので､毎年､ソフホーズで4,000-5,000東
を屠殺するのは､可能であったと思われる｡

ソフホーズは､毛皮､角をゴスプロムホ-ズ

(Gospromkhoz国営狩猟 ｡漁搾会社)に売 り､
肉を ｢肉 ･乳牛加工場｣とRybkoop (消費生活協
同組合)に卸していた｡

トナ カ イ 肉 はOssoraや Karagaな どの村 で

Rybkoopの店で購入できた｡肉の価格は､牛肉や
豚肉がkg当たり1Rouble70Kopeykaなのに対し
て､ トナカイ肉は､kgあたり20Kopeykaで､ トナ
カイ肉は､他の肉の8分の1強の安さであったとい

う｡オッソラの加工場では､燦製 トナカイ肉ソー
セージを製品化し､カラギンスキ地区で販売する
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他 にペ トロパ ブ ロフス ク (Petropavlovsk-
Kamchatskiy)市､さらにはマガダン (Magadan)
市まで輸送していたという｡

ゴスプロムホ-ズでは､ トナカイ毛皮を毛皮外

套､子供用つなぎ服､ 帽子､寝袋､カーペットなど
の製品に加工していた｡

これらのソフホ-ズにおける ｢経営的成功｣は､
もちろん､食料､衣服､装備､運送､交通を始め､
オオカ ミの駆除など政府の資金的援助が前提であ
り､特にトナカイ肉の安さは､あきらかに ｢逆ザ
ヤ｣であろう｡

この拡大ソフホ-ズがコリヤークのトナカイの遊
牧法にいくつかの変化をもたらした｡

ソフホ-ズは､12zv'ei10 (作業班)から成る｡
10のzv'enoは､通年遊牧に従事する産業用で､

1,700-1,800頭を遊牧する｡残り2つのzv'enoは､季
節的に編成される｡後者は､2月から3月に組織さ
れ､2手に分かれて､10のzv'enoからbrakと呼ばれ
る病気 ｡怪我のトナカイ､不妊の トナカイを集め､
夏に遊牧をしながら､9月～10月にかけて､㊥ssora
に行く｡そこで全てのトナカイを屠殺した｡
最大の変化は､家族で遊牧していたが､5-lo大

の成人男性と1-2人の女性という作業班を編成し
て､遊牧をするようになり､家族主義が崩壊し､遊
牧技術の次世代-の伝授が停滞することになった点
である｡

また､屠殺方法も大きな変化を蒙った｡ソフホー
ズでは､分散する12の作業班からトナカイを集め､
9月～10月にかけてOssoraに集まり､屠殺した｡屠
殺方法は､銃で撃つか､屠殺場では､柵があって板
の上にトナカイを追い込み､板の上に東を置いて､
後頭部をナイフまたはピックで刺す方法である｡大
地に血を流さないコリヤークの伝統的方法とは大い
に異なる｡

内臓は､肺臓 と肝臓は獣医が検査した後で売っ
た｡腸と胃と脂肪は犬の餌にした｡だから､屠殺場
はいつも締麗だった｡大量屠殺の時に､頭骨､内臓
の一部､蹄が捨てられ地面に埋められた｡コリヤー
クにとっては､大損失と思われた｡女の人の中に
は､輸送手段がある場合には､捨てられたものを

とってKaragaに持って来る者がいた｡大量屠殺だ
と処理に困るので､小規模 トナカイ遊牧の方が自分
達の生活に合っている､と考えるコリヤ←クが多
い｡
9月～10月の初めは､ トナカイ毛皮を保存するに

は暖かすぎる｡雪も少なくて暗い季節である｡毛皮

はす ぐに腐敗 してしま うため､Gospromkhozで
は､塩漬けにして保存の後乾燥させる方法をとっ
た｡

また､去勢の伝統的方法は､歯で精管を切る無血
法であって､ トナカイを病気にしない方法と見なさ
れていたが､1960年代に新しい去勢法が導入され
た｡寧丸を縛って､小さなナイフで精管を切る方法
である｡しかし､これは出血する｡痛みがあり､病
気になることがあるので､良くないと思われてい
た｡

1970年のソフホーズ-の大統合の時､Karagaで､
これからは､ トナカイ肉を店で買うからと言って､
私有 トナカイを全て屠殺してしまう者がいた｡しか
し､個人所有 トナカイを保存した人もおり､その人

たちはソフホーズ解体までに私有 トナカイを増やし
ていた｡

トナカイ飼育の統合に伴う廃村の社会的影響も見
逃せない｡政府は､ トナカイ牧畜や漁業に特化した

コルフ-ズ､ソフホーズを作って生産性向上を図っ
たため､表1の ｢遊牧規模の拡大と移住 ｡廃村の歴
史年表｣で見るとおり､相次ぐトナカイ牧畜の合併
と村落の移動 ｡廃止が起こった｡
コリヤ-クは､廃村について､｢根を切られた｣

感じであると証言する｡1970年の拡大ソフホ-ズ

後､初期には､PodkagernayaとRekinnikiでは､
若い人のみがTymlatに移住し､年寄りは古い場所
に残っていたが､1980年に政府の命令により､年寄
りも含め全員が移住するように決定した｡移住地で
多くの年寄りが死んでいる｡

ペレス トロイカ以後の トナカイ頭数減少の原因
は､複合しているが､やはり中央政府からの資金的
援助の廃止が最大である｡これにより､1)給料の
遅配で売却する頭数が増えた､2)食料が少なく
なって堵殺する数が増えた､3)- リコブタ一によ
るオオカミ駆除が行なわれなくなって頭数が減っ
た｡

また､ソフホーズ解体時の経済混乱期には､ロシ
ア人がウオトカを持って現れ､ トナカイを1-2頭屠

殺して持って行く｡また､bandity｢ギャング｣が
- リコブタ←で来て トナカイを殺して持って行っ
た｡牧童は､ギャングが誰なのかわからない､と
言った事件も各地で起きている｡

その結果､カラギンスキー地区では､1992年に

Sovkhozを6,000頭に縮小し､新たに2つの民営企業
が作 られた｡Shamankaには4つの作業班で4,500
頭､Rekinnikiには､4つの作業班で6,500頭を遊牧
していたが､1997年にShamankaでは4つの作業班

が2つ (50人)に縮小し､飼育頭数も2,500頭になっ
た｡また､Rekinnikiも4つの作業班が3つに減り､

飼 育頭数 も4,000頭 に減 った｡ 1998年 には､
ShamankaとRekinnikiを再 統 合 し､ 新 た に
Druzhbaという企業体に再編した｡
KAO政府は､現在､ トナカイ増産のため､自家

消費用以外は､肉販売のための屠殺を禁止してい
る｡また､1998年にKAO法令 ｢KAOにおけるトナ
カイ牧畜｣ が成立し､民営企業の免税措置がとられ
た｡1999年には､KAO法令 ｢トナカイ牧畜基金｣
により､ トナカイ牧畜-の物質的 ｡技術的援助､資
金的援助を漁業会社､鉱山会社､KAO政府予算か
ら拠出によって行 う決定がなされた｡1999年度

6,000,000R,2000年上半期 3,404,000Rが援助され､
食料､衣服､装備､輸送とオオカミ駆除が含まれ
た｡2003年には､ トナカイ産業従事者一人当たり

1,000Rの補助も決定した｡
これらの政策に対して､政府は､2000年には､1

月統計の雌100頭当たり60東出産で､これは､1999
年の54頭より6頭増産したと評価 している｡さら

に､｢2000年度の終わ りに39,500頭を見込み､8.5%
の増産率アップを見込むと2005年には､60,000頭に
なる｡｣ と予想している｡

確かに､現KAO政府の目標とする飼育頭数は､
トナカイ飼育に従事する牧童の潜在的な能力から見
て可能であろう｡しかし､現在の漁業と比べると､
トナカイ遊牧は､国家経済によって､あるいは地方
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経済によって､産業としては､見捨てられたとしか

言えない｡ トナカイ遊牧に従事する者が､自力で産
業として再生するには､ペレス トロイカ以後に破壊
された流通市場をいかに回復させるかという大きな
問題もあり､また､ソ連時代とペレス トロイカ以後
にコリヤーク社会が蒙った家族､遊牧技術の伝承､
トナカイ儀礼の多くが廃止された文化の問題も残る
であろう｡
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表1:遊牧規模の拡大と移住 ｡廃村の歴史年表

1930年 12月10日全ロシア中央執行委員会の決

議により､Koryak NationalOkrug
(LaterKoryakAutonomousOkrug)
(コリヤーク民族管区)(後のコリヤー

ク自治管区)が認められる｡

1930年代 Karaga,Kichiga,Tymiat,Anapka,
RekinnikiにKolkhoz

1937年 管区都がKameskoyeからPalanaに移る｡
1950年 トナカイ遊牧ルー トに中間基地3つと囲

い柵がはじめて作られる｡

1950年 Tymlat+Kichiga合体し､Tymlatに
KoikhozTurvineができる

1959年 01dAnapka村がNew Anapkaに移住｡
1960年 OidKaragaからNewKaraga-移住｡
1960年 Kichiga村廃村
1960年代 急激な経済開発期､人口急増｡

KaraghinskiyRegionの経済統計に総

数の他に妊娠可能な雌(Ba〉KeHOlt)および
初出産の雌(HeTeJlefi)の内数が現れる

1965年 Karagaの トナカイ遊牧がAnapkaの
KolkhozTumgEtumに吸収合併される｡

KaragaのKolkhozUdarnikが漁業に特
化

1970年 TumgEtumとTurvine､ Rekinnikiの
Kolkhoz Shamakaが合体 し､拡 大
SovkhozDruzhibaができ､Sovkhoz本
部がPustoretskからTymiatに移る｡

1970年 RekinnikiがPenzhinskiy Rayonか ら
KaraghiilSkiyRayonに行政区換え｡
Karaghinskiyrayonの面積が26.9k露か
ら40.6kI封こなる0

1974年 NewAnapka廃村 王i'pyr'で漁業に特化
1980年 Rekinnikiが廃村となる
1989年 人口が急減し始める｡

1992年 民営化小切手の公布｡全国で､46,000社
超が民営化

1992年 Karaghinskiyでもソフホーズが解体､2
つの民営企業ができる

1993年 2月までに国民の97%が民営化小切手を
受け取る

1998年 すべての民営企業を統一し､mruzhba
という企業体に再編

表 2:Karaghinsk壬yRayonにおけるトナカイ飼育統計:1940-2003(1月1日現在)

雌:妊娠可能な雌および初出産の雌

年 度 総 数 雌(内数) 年 度 総~~~~~~~数 雌(内数)

1940 8,546 1972 14,284 6,743

1941 10,794 1973 16,384 7,301

1942 ~13,329 1974 16,719 7,230

1943 13,894 1975 16,570 7,746

1944 13,728 ユ976 17,017 8,041

1945 15,142 1977 17,091 8言75

1946 17,247 1978 16,934 8,463

1947 15,400 1979 16,952 9,162

1948 14,916 1980 17,285 9,645

1949 14,267 1981 17,657 9,610

1950 12,942 1982 18,036 10,175

1951 9,577 1983 17,794 9,983

1952 8,412 1984 17,915 10,079

1953 6,271 1985 17,855 10,031

1954 5,781 1986 19,773 10,833

1955 3,381 1987 18,814 10,432

1956 6,002 1988 19,294 10,633

1957 5,000 1989 19,054 10,533

1958 5,488 1990 18,274 10,019

1959 5,383 1991 17,434 9,506

1960 6,249 2,532 1992 16,016 9,164

1961 8,805 3,131 1993 14,414 7,683

1962 9,001 3,753 1994 13,483 7,824

1963 10,308 4,381 1995 10,964 6,691

1964 10,125 5,092 1996 9,864 5,775

1965 8,264 4,158 1997 7,501 4,501

1966 8,037 3,470 1998 5,483 3,155

1967 8,565 3,581 1999 4,330 2,164

1968 8,819 3,385 2000 4,074 2,328

1969 9,306 3,737 2001 4,125 2,404

1970 8,451 3,619 2002 3,547 1,667

1971 17,293 8,473 2003 3,830 1,917
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